
病院向け　限界利益システムについて

弊社開発の「限界利益管理システム」は大きく分けて２つの種類があります。

１：簡易型　限界利益管理システム

一つは、「診療科別　限界利益管理システム」として、原価計算を簡易的に行うものです。

←　傷病名・患者別

DPCファイルを元ととして、データを生成し

不足しているデータは、客先システムにて

エクセルからデータを作成する。

診療科別　→

DPCファイルを持っていない病院に

対しては、客先システムからデータ

を取得し、作成する

このシステムは、「簡易的」に限界利益を算出するシステムであり、「人件費」や「水光熱」などの経費を考慮せず、

算出するシステムです。

総合病院では、例えば「循環器」を例にすれば、大まかな限界利益が分かる場合などに、これを利用します。

出力される帳票は、とてもシンプルなもので、以下のようなものが出力されます。
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２：総合限界利益管理システム

その一方で、「人件費」や「水光熱」など、病院全体及び、各診療科を細かく分析したい場合は、以下のシステムを

利用します。これを利用することで、「医師」への給与支払の妥当性を数字で表したり、「入院患者数」の増減によって

利益倍率の参考、活躍している診療科への評価などが分析できます。

まずは、基本となる決算データを登録し、対比となるベースを作成します。

その後、「入院患者数」「診療収益」

や、各種「給与」「材料費」「経費」の

設定を行います。

もちろん、病院で一括として管理している費用などは、部屋数や面積、医師数

などを利用して、「配賦」という方法で費用を分けます。

そうすることで、元となる決算データとシステム側で算出した金額の対比を

行うことができます。
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また、分析資料として、診療科別の「原価計算」や、「収益構造」の分析、「人件費」の構成比率

特に、「人件費」については、１人の医師が兼任している業務もあるため、純粋にその「診療科」へ配賦するといった

ことは、実際にないと思われ、「配賦」という方法で分析を行います。


